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〇
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．
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．
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四
．
総
会
進
行

水
口
光
則
理
事

●
総
会
で
は
町
田
洋
一
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
尾
脇
市
長
、
坂
元
教
育
長
が
来

賓
祝
辞
。
そ
の
後
、
協
議
に
入
り
、
平
成
二
十
九
年
度
経
過
報
告
と
決
算
報

告
、
そ
し
て
平
成
三
十
年
度
の
年
間
計
画
と
予
算
案
が
全
会
一
致
で
承
認
。

ま
た
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
新
し
く
会
長
に
伊
集
院
統
氏
、
副
会
長
に
水
口

光
則
氏
他
が
選
出
・
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
町
田
洋
一
前
会
長
へ
は
、
長
年
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
て
伊
集
院

新
会
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

●
総
会
閉
会
の
後
、
大
会
議
室
に
移
り
、
大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

調
査
部
文
化
財
調
査
課
の
倉
本
る
み
子
氏
に
よ
り
「
平
成
二
十
九
年
度
高
城

跡
発
掘
調
査
の
概
要
報
告
」
、
お
よ
び
鹿
児
島
高
専
非
常
勤
講
師
重
久
淳
一
氏

に
よ
り
「
高
城
跡
の
縄
張
り
に
つ
い
て
」
の
公
開
講
演
を
開
催
し
た
。

講
演
で
は
、
調
査
区
の
発
掘
に
よ
る
①
空
堀
に
比
高
差
約
１
９
ｍ
か
ら
投

げ
落
と
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
礫
（
れ
き
）
約
２
０
数
個
、
②
ふ
い
ご
の
羽

口
、
漆
製
品
、
鉄
製
品
、
北
宋
銭
（
治
平
元
寶
）
、
炭
化
米
等
、
③
輸
入
陶
磁

器
の
白
磁
片
や
青
磁
片
、
国
内
他
地
域
か
ら
の
搬
入
品
（
す
り
鉢
な
ど
）
の

出
土
品
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
高
城
跡
の
特
徴
と
し
て
①
切
り
立
っ
た
シ
ラ
ス
の
空
堀
が
非
常
に
長

く
、
他
に
類
例
を
見
な
い
、
②
空
堀
に
掘
ら
れ
た
顔
絵
も
類
例
が
な
い
、
③

空
堀
の
掘
削
に
使
用
し
た
工
具
痕
が
は
っ
き
り
と
残
る
な
ど
の
調
査
結
果
か

ら
、「
高
城
は
南
九
州
型
城
郭
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
城
郭
か
、
も
し
く
は
全

く
異
な
る
プ
ラ
ン
を
持
つ
城
郭
と
考
え
ら
れ
る
。
肥
後
氏
と
思
わ
れ
る
築
造

者
も
含
め
て
周
辺
を
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

講
演
に
は
地
元
の
水
之
上
地
区
住
民
の
ほ
か
、
発
掘
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
や
郷
土
史
に
興
味
を
持
つ
方
々
等
、
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
。

〇

垂
水
市
長
へ
表
敬
訪
問
と
お
願
い
文
書
提
出

５
月
９
日
、
１
１
時
半
か
ら
垂
水
史
談
会
の
総
会
報
告
・
新
役
員
紹
介
等
の
た

め
、
市
長
室
へ
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
歴
史
文
化
資
料
館
の
建
設
に
つ

い
て
の
お
願
い
文
書
を
提
出
し
ま
し
た
。（

左
記）

伊
集
院
会
長
、
水
口
副
会
長
、
町
田
洋
一
前
会
長
、
瀬
角
事
務
局
長
が
参
加
。
尾

脇
市
長
不
在
の
た
め
、
長
濱
副
市
長
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
３
０
年
５
月
９
日

垂
水
市
長

尾
脇

雅
弥

様

垂
水
史
談
会
会
長

伊
集
院

統

歴
史
文
化
資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て（

お
願
い）

地
方
自
治
発
展
の
た
め
、
日
夜
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
。

さ
て
、
標
記
の
歴
史
文
化
資
料
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
先
の
平
成
二
十
八

年
十
一
月
十
四
日
に
「
歴
史
文
化
資
料
館
建
設
を
求
め
る
請
願
書
」
を
垂
水

市
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
意
を
十
分
に
お
汲
み
取
り
い
た
だ

い
た
結
果
、
同
年
の
十
二
月
議
会
に
て
採
択
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
垂
水
市
に
お
い
て
は
新
た
な
市
庁
舎
建
設
に
向
け
て
鋭
意
、

努
力
を
傾
注
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
の
部
署
の
移
転
や
改
変
等
の
際
に
当
た
っ
て

は
、
是
非
上
述
の
こ
と
を
斟
酌
さ
れ
、
私
ど
も
の
長
年
の
宿
願
で
あ
る
歴
史

文
化
資
料
館
の
建
設
・
設
置
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
ご
配
慮

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
歴
史
文
化
資
料
館
の
建
設
・
設
置
に
つ
い
て
、
垂
水
史
談
会
の
案

を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【

研
究
ノ
ー
ト

】

―

協
和
小
学
校
時
代
の
思
い
出
話

―
町
田

洋
一

根
占
町
（
現
南
大
隅
町
）
の
高
原
地
に
あ
る
滑
川
小
学
校
が
私
の
初
任
校

で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
二
校
目
の
垂
水
市
協
和
小
学
校
に
赴
任
し
て
き
た
の

は
、
今
か
ら
お
よ
そ
六
十
年
前
の
昭
和
三
十
五
年
四
月
で
あ
っ
た
。
当
時
の

協
和
小
学
校
校
区
の
様
子
に
つ
い
て
思
い
出
を
書
い
て
み
る
。

赴
任
当
時
学
校
の
場
所
は
、
以
前
「
ホ
テ
ル
な
ぎ
さ
荘
」（
現
在
は
営
業
停

止
中
）
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
綺
麗
な
海
が
眼
前
に
広
が
り
、
校
庭
に
は

藩
政
時
代
の
松
並
木
の
大
木
が
何
本
も
残
り
、
校
歌
に
も
あ
る
「
緑
に
映
え

る
江
の
島
」
が
望
見
さ
れ
る
美
し
い
環
境
で
あ
っ
た
。
現
在
は
ブ
リ
や
カ
ン

パ
チ
の
養
殖
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
一
方
、
水
泳
は
出
来
な
く
な
っ
た
。

そ
の
頃
海
潟
の
漁
業
は
「
八
田
網
」
と
か
「
と
ん
と
こ
網
」
と
か
の
小
型

底
引
き
網
漁
法
が
中
心
で
、
カ
ツ
オ
漁
の
生
餌
「
タ
レ
ク
チ
（
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
）
」
を
獲
っ
て
い
た
。
孟
宗
竹
で
作
っ
た
大
き
な
竹
籠
（
中
俣
の
大
薗
さ

ん
が
作
っ
て
い
た
）
に
活
か
し
て
お
き
、
そ
れ
を
枕
崎
な
ど
か
ら
カ
ツ
オ
船

が
買
い
に
来
た
。
カ
ツ
オ
漁
に
は
生
き
て
い
る
タ
レ
ク
チ
が
不
可
欠
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
タ
レ
ク
チ
以
外
の
小
さ
い
ア
ジ
な
ど
の
小
魚
は
砂
浜
に
干
し

て
「
に
ぼ
し
」（
イ
デ
ザ
コ
と
言
っ
た
）
に
し
て
販
売
し
て
い
た
。
海
潟
か
ら

中
俣
に
か
け
て
、
砂
浜
に
は
延
々
と
広
範
囲
に
干
し
場
が
あ
り
日
光
で
干
し

上
げ
て
よ
い
ニ
ボ
シ
が
出
来
た
。

多
く
の
カ
ツ
オ
船
が
や
っ
て
く
る
と
、
乗
組
員
は
温
泉
や
飲
み
屋
が
多
く



あ
る
海
潟
に
上
陸
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
小
学
校
の
校
庭
で
野
球
な
ど
を
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
夜
の
温
泉
場
は
賑
わ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
小
学
生
に

は
風
紀
上
問
題
が
あ
る
の
で
、
学
校
で
は
よ
く
「
温
泉
場
の
近
く
で
は
遊
ば

な
い
」
と
週
の
努
力
目
標
が
決
め
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た

当
時
は
「
ハ
マ
チ
・
カ
ン
パ
チ
養
殖
業
」
も
な
く
、
綺
麗
な
海
で
あ
っ
た
。

現
在
は
舗
装
さ
れ
て
漁
港
に
な
り
漁
協
の
建
物
な
ど
が
あ
る
付
近
は
「
和
田

浜
」
と
言
っ
て
白
い
砂
の
な
ぎ
さ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
て
、
澄
み
切
っ
た
綺

麗
な
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
た
。

学
校
の
下
の
海
で
は
月
曜
日
に
な
る
と
鹿
児
島
市
か
ら
デ
パ
ー
ト
勤
務
の

若
い
ピ
チ
ピ
チ
の
美
女
達
が
、
ま
ぶ
し
い
水
着
姿
で
泳
ぎ
に
や
っ
て
来
た
。

当
時
デ
パ
ー
ト
は
月
曜
日
が
休
み
で
あ
っ
た
し
、
鹿
児
島
か
ら
海
潟
ま
で
垂

水
丸
の
直
行
船
が
い
た
。
今
で
は
「
へ
そ
」
を
出
す
く
ら
い
の
水
着
で
も
お

ど
ろ
か
な
い
が
、
休
み
時
間
に
子
ど
も
達
と
楽
し
く
見
物
を
し
た
。
当
時
は

学
校
に
プ
ー
ル
が
無
か
っ
た
の
で
、
学
校
前
の
綺
麗
な
海
で
水
泳
指
導
が
行

わ
れ
た
。
近
く
に
は
「
貸
し
ボ
ー
ト
屋
」（
川
畑
さ
ん
）
が
あ
っ
た
の
で
、
事

故
防
止
に
ボ
ー
ト
を
借
り
て
監
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

学
校
は
古
い
木
造
校
舎
で
あ
っ
た
が
、（
昭
和
三
十
九
（
１
９
６
４
）
年
に

現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
）
児
童
数
は
お
よ
そ
八
百
名
で
各
学
年
三
ク
ラ
ス

ず
つ
あ
っ
た
。
市
内
の
学
校
で
は
二
番
目
の
規
模
で
あ
っ
た
。
男
の
子
ど
も

た
ち
は
、
驚
く
ほ
ど
お
お
ら
か
で
元
気
が
あ
り
過
ぎ
、
言
葉
つ
か
い
も
荒
く

私
に
「
オ
マ
ヤ

ド
ッ
カ
ア

キ
タ
ト
ヤ
」（
お
前
は

ど
こ
か
ら

来
た
の

か
）
と
聞
か
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。
先
生
に
対
し
て
も
「
オ
マ
ヤ
」
と
言
っ

て
い
た
。
赴
任
し
た
時
、
教
頭
先
生
か
ら
「
一
学
期
間
は
子
ど
も
の
前
で
白

い
歯
を
見
せ
る
な
」
（
笑
顔
を
見
せ
る
な
）
と
指
導
を
受
け
た
。
そ
れ
は
、
元

気
な
子
ど
も
が
多
い
の
で
、
優
し
い
態
度
で
子
ど
も
に
接
す
る
と
、
今
頃
言

わ
れ
る
「
学
級
崩
壊
」
に
な
る
の
で
、
な
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
厳
し
く
恐
れ

ら
れ
る
く
ら
い
の
態
度
で
指
導
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

も
う
一
つ
の
注
意
は
、
家
庭
訪
問
の
時
「
ロ
ッ
ベ
モ
チ
」
が
出
さ
れ
る
、

食
べ
る
と
中
の
「
黒
糖
ア
ン
コ
」
が
飛
び
出
し
、
服
を
汚
す
の
で
気
を
つ
け

ろ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。（
現
在
こ
の
ロ
ッ
ベ
モ
チ
は
あ
ま
り
作
ら
れ
て

い
な
い
）

児
童
は
活
発
で
元
気
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
市
内
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
大
規
模
校
の
垂
水
小
学
校
に
勝
っ
て
よ
く
優
勝
旗

を
持
っ
て
き
た
。
戦
前
、
鹿
屋
市
で
肝
属
郡
の
陸
上
競
技
会
が
あ
り
、
協
和

は
競
走
種
目
で
は
ダ
ン
ト
ツ
早
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

私
が
い
た
頃
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
、
あ
る
会
員
が
「
最
近
の
学
校
は
勉
強
、

勉
強
ば
か
り
言
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
運
動
に
力
を
入
れ
よ
」
と
い
う
、
今

で
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
面
白
い
発
言
も
あ
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

大
潮
の
時
期
に
な
り
潮
が
引
く
と
、
学
校
下
か
ら
江
の
島
ま
で
砂
州
が
で

き
て
歩
い
て
渡
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
校
長
の
許
可
を
得
て
全
校
児
童
が
一

斉
に
浜
に
出
て
、
貝
（
江
の
島
貝
と
い
っ
て
い
た
が
タ
イ
ラ
ギ
で
は
）
や
小

さ
い
タ
コ
を
取
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
用
務
員
室
で
大
き
な
鍋
で
炊
い
て
食
べ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
学
校
下
の
砂
浜
か
ら
は
魚
が
よ
く
釣
れ
た
。
釣
り
好
き
な
先
生
は

江
の
島
荘
の
下
の
浜
を
掘
る
と
ゴ
カ
イ
が
簡
単
に
採
れ
た
の
で
（
時
に
は
担

任
の
子
ど
も
に
掘
ら
せ
た
）
餌
に
し
て
魚
釣
り
を
し
た
。
リ
ー
ル
棹
で
浜
か

ら
投
げ
る
と
魚
（
小
鯛
）
が
面
白
い
ほ
ど
沢
山
釣
れ
た
。
勤
務
時
間
内
に
魚

釣
り
を
し
て
、
教
頭
か
ら
注
意
を
受
け
た
ボ
ッ
ケ
な
先
生
も
い
た
。
現
在
で

は
考
え
ら
れ
な
い
自
由
な
学
校
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
夏
に
な
る
と
「
海
潟
キ
ャ
ン
プ
村
」
が
開
設
さ
れ
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
々
が
や
っ
て
来
て
賑
わ
っ
た
。
事
務
所
は
中
学
校
の
講
堂
が
事
務

所
と
な
り
キ
ャ
ン
プ
村
の
村
長
さ
ん
も
い
た
。
松
の
木
や
枝
に
沢
山
の
ち
ょ

う
ち
ん
が
提
げ
ら
れ
、
夜
は
明
る
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
江
の
島
に
は

い
く
つ
も
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
建
て
ら
れ
、
テ
ン
ト
も
張
ら
れ
宿
泊
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
炊
飯
用
具
を
貸
し
出
す
業
者
も
い
た
。
江
の
島
に
渡
る

と
き
は
櫓
こ
ぎ
の
船
が
往
復
し
て
く
れ
た
。
櫓
を
漕
ぐ
人
は
「
竹
下
牛
若
丸
」

（
竹
下
電
器
）
と
い
う
人
だ
っ
た
。
（
牛
若
麿
で
は
な
い
か
）

現
在
温
泉
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
が
、
海
潟
は
当
時
、
大
隅
半
島
唯
一
の
「
温

泉
場
」
と
し
て
、
県
下
で
も
有
名
な
観
光
地
・
保
養
地
で
あ
り
、
歓
楽
地
で

も
あ
っ
た
。
温
泉
ホ
テ
ル
も
海
潟
荘
、
江
の
島
荘
、
桜
州
館
、
江
洋
館
、
上

ノ
原
温
泉
な
ど
が
あ
っ
た
。
食
堂
も
二
軒
あ
り
ス
ナ
ッ
ク
や
飲
み
屋
も
多
か

っ
た
。
一
時
パ
チ
ン
コ
店
も
川
沿
い
に
あ
っ
た
。

先
生
方
も
人
数
が
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
飲
ん
方
が
は
ず
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

授
業
が
す
む
と
バ
レ
ー
練
習
、
そ
し
て
用
務
員
室
で
ノ
ン
カ
タ
と
囲
碁
。
そ

う
し
て
、
今
で
は
も
う
時
効
と
な
っ
た
が
、
ほ
ろ
酔
い
運
転
で
自
宅
へ
帰
っ

て
行
く
の
に
、
だ
れ
も
咎
め
る
も
の
が
な
い
の
ん
び
り
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
協
和
小
学
校
で
五
年
間
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご
し
た
が
、
異
動
で

僻
地
の
学
校
に
行
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
内
之
浦
の
二
級
僻
地
の
船
間
小
学

校
に
転
勤
と
な
っ
た
。

定
年
ま
で
多
く
の
学
校
を
勤
務
し
て
き
た
が
、
当
時
の
自
由
な
社
会
的
な

背
景
も
あ
る
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
協
和
小
学
校
時
代
で
あ
っ
た
。

川
上
忠
實
（
周
賢
）
墓
碑
に
つ
い
て

③

瀬
角
龍
平

元
和
九
年
公
召
忠
實
使
伊
勢
貞
昌
言
之
曰
忠
仍
老
矣
嗣
子
忠
弘
尚

少
汝
宜
輔
翼
之
賜
以
佩
刀
其
後
忠
弘
君
質
於
東
都
於
是
時
忠
仍
君

欲
廃
忠
弘
君
而
立
庶
子
為
嗣
忠
實
諌
不
聴
反
以
為
讐
遂
召
忠
實
因

逼
手
斬
之
卒
終
於
城
中
時
元
和
九
年
六
月
三
日
也
君
以
永
禄
六
年

癸
亥
生
至
是
年
六
十
有
一
矣
墓
在
于
城
南
太
平
山
福
壽
寺
法
諡
曰

周
賢
居
士

【
読
み
下
し
】

①元
和
九
年
、
公
、
忠
實
を
召
し
、
伊
勢
貞
昌
を
し
て
之
れ
に
言
わ

し
め
て
曰
く
、

②忠
仍
は
老
い
た
り
、
嗣
子
・

③忠
弘

な尚
お

お
さ
な

少

し
、な

ん
じ

汝
よ
ろ宜

し
く
之
れ
を

ほ輔
よ
く翼

す
べ
し
と
。
賜
う
に

は
い佩
と
う刀

を
以
て
す
。
そ
の
後
、

忠
弘
君
は

④東
都
に

ち質
た
り
。
是
の
時
に
於
い
て
、
忠
仍
君
は
忠
弘

君
を
廃
し
て

し

ょ

し

庶
子
を
立
て
、

し嗣
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
忠
實

い
さ
む

諌
れ
ど

も
聴
か
れ
ず
。

か
え反

っ
て

も
っ以

て
あ
だ讐

と
為
し
、
遂
に
忠
實
を
召
し
、
因

っ
て

せ
ま逼

り
て
手
づ
か
ら
之
れ
を
斬
り
、

つ
い卒

に
城
中
に
終
う
。
時
に

元
和
九
年
六
月
三
日
な
り
。
君
は

⑤永
禄
六
年
癸
亥
を
以
て
生
ま
れ
、

是
の
歳
に
至
り
、
六
十
有
一
な
り
。
墓
は
城
南
太
平
山
福
壽
寺
に

在
り
。

ほ

う

し

法
謚
を

し
ゅ
う

周
け
ん賢
こ

じ

居
士
と

い曰
う
。

【
注
】

1

１
６
２
３
年

2

垂
水
島
津
家
第
４
代
・
久
信
（
相
模
守
）

3

垂
水
島
津
家
第
５
代

4

江
戸

5

１
５
６
３
年

―
（
以
下
次
号
）
―


